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⇒ 大学において学修するための基礎知識Ⅰ～Ⅶ 

 

Ⅰ．「履修する」ということ －所属する学科の課程を学修し修めること－ 
 

各学科の課程には、必修科目（所属する学科で必ず履修しなければならない科目）とそれ以外の科目「選択科

目」があります。このうち「選択科目」については、皆さんの学修目的に沿って、自分自身で科目を選びます。所属学

科の中心的な科目である必修科目を学修するとともに、その周辺科目である選択科目を自分で選ぶことで、自分な

りの学修体系をつくりあげていくことになります。なお、履修するためには、大学が定める期間内に「履修登録」する

必要がありますので、必ず覚えておいてください。 

皆さんは、近い将来、就職活動など自分の進路を決定しなければならない時期がやってきます。自分の可能性を

大きく広げるために、基礎となる大学での学修に主体的に取り組んでください。 

 

Ⅱ．本学の学期はセメスター制 
 

セメスター制とは、１年間を前学期（１５回）と後学期（１５回）の２学期に分け、学期ごとに、配当科目が定められ、

授業・試験・成績評価を行う学期制度です。各科目は、半年間で完結します（※一部科目を除く）。 

卒業までには、２学期×４年＝８学期あります。卒業までの４年間の履修計画を立て、そして年度ごとに修正しな

がら、各学期の配当科目を学修していくことが大事です。 

 

Ⅲ．大学の授業科目は単位制 －学修時間と単位の関係－ 
 

各科目の単位数は、文部科学省が定める大学設置基準に基づき、教室における学修時間数と教室以外（授業

以外）での学修時間数(予習・復習の時間)の合計で決まります。 

２単位を修得するためには、以下の時間数が必要とされます。 

授業科目 １コマ＝ ２時間／週（本学では９０分） × １５回 

修得のための予習復習時間＝ ４時間／週 × １５回 

例えば、前学期で２２単位（１１科目）履修登録した場合、１週間で授業以外に「４時間×１１＝４４時間」の予習・復

習が必要となり、月～土の６日間で考えると、１日平均約７時間の予習・復習が必要となります。したがって、無制限

に履修登録すると消化不良を起こしてしまいます。そこで本学では、年間で履修登録できる単位数と学期ごとに履

修登録できる単位数にそれぞれ上限を設けています（※詳細は１０ページ「３ 履修登録にあたっての注意事項」を

参照のこと）。 

 

Ⅳ．カリキュラム（学修体系）の特長 －いろいろあるのが本学の特長－ 
 

皆さんは、将来の目標があって、それぞれの学科を選び、難関を突破して入学してきました。大学では、それに

応えるべく、皆さんが満足できる、そして皆さんを自信を持って社会に送り出せるようなカリキュラムを作っています。

カリキュラムには、本学の伝統に培われた教育理念と、学風が盛り込まれていることを、皆さんはしっかりと感じ取るこ

とができるでしょう。以下に、科目の種類と学修体系の特長を記します。 

 

１．科目の種類 

【必修科目】 

各学科に配当された、学科のめざす専門分野の科目です。 

必修科目は、必ず履修して、合格の成績評価を受けないと卒業できません。 

１つでも不合格だと卒業できません。 

【選択必修科目】 

各学科に配当された、学科のめざす専門分野の科目で、限定された科目群の中から、指定された単位数

を修得しなければならない科目です。 

【選択科目】  

各学科に配当された、より高い専門性を修得するための科目です。 

皆さんの意思で自由に選択できます。 
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２．学修体系の特長 

【総合教育科目・外国語科目・専門教育科目】 

本学のカリキュラムは、総合教育科目・ 外国語科目・専門教育科目の３つに大別されます。 

※詳細は、「学生生活ハンドブック」の履修編「授業科目の概要」を参照してください。 

【英語による専門教育プログラム】 

全学部全学科の学生を対象としたプログラムです。 

本学の専門的な教育科目を、すべて英語による授業で開講するものです。 

グローバル化時代に対応した大学教育の必要性から実施するものです。 

自分の英語の実力アップを計りながら、『Basic』レベルの科目から『Advanced』科目へ挑戦してください。 

【教職課程・学術情報課程】  

教員免許取得や学芸員、司書の資格を取得したい学生のために開講しています。 

これらの資格を取得したい学生は、自分で申請して履修手続きをしなければなりません。 

 

Ⅴ．履修登録する －選択科目を選ぶ、そこに自分の可能性が詰まっている－ 
 

必修科目以外の選択科目をいかに選ぶか。皆さんが、より良い学修体系を創造していくためのアドバイスです。 
 

１．自分の学修体系を決める 

卒業までの４年間を総合的に把握し、卒業後の将来を見据えた計画を立ててください。 

→ 在学生は、学生ポータル「あなたの履修」をもとに、自分の学修体系を再確認してください。 

前年度までの学習計画を再検討するのに良い機会でもあり、さらに方向修正もできます。 

 

２．科目名をチェック ⇒ 科目名で大体の内容をイメージ 

◇ 自分の学科配当の選択科目 

◇ 自分の学部の共通配当科目 

◇ 他の学科、学部の科目 

 

３．シラバス（講義要項）で科目の講義内容を確認

科目名だけでは、実際の細かな講義内容はわかりません。シラバスには、全科目の授業概要と到達目標、

授業の進行、評価の方法など詳細が記載されていますので、活用してください。 

 

４．履修登録 ⇒ 履修登録期間を確認

前学期の授業開始時に、後学期の開講科目を含めて、１年間分の科目を履修登録します。 

後学期の科目については、後学期に履修登録期間・履修修正期間を設けています。 

登録期間・履修修正期間履修 では、後学期科目の追加・削除・変更が可能です。 

履修登録

夏季集中科目と冬季集中科目も、履修登録期間・履修修正期間のみ履修登録が可能です。

にあたっての注意事項を、１０ページ以降に記載していますのでよく読んでください。 

 

【重要】 履修登録は、定められた期間でしか行うことができません。 

忘れずに、また、間違いのないよう慎重に登録してください。 

 

 

Ⅵ．学生の皆さんへの注意事項 －自分のことは自分で、責任を持って－ 
 

１．配付した書類は熟読してください。 

 

２．学生ポータルを確認する習慣をつけてください。 

 

３．提出期限は厳守してください。（期限後は受 付けけ ません） 

 

４．学生教務課窓口の業務時間 （時間外は受 付けけ ません） 【平日（授業期間）】 ８：３０～１７：００ 

 

 

後学期の

− 2 −
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Ⅶ．学部・学科等の名称の短縮表示・表示順番について 
 

本学では、学科等の名称を略して表示することがあります。また、掲示などの順番も原則として 

次のように行います。 

 

学 部 名 等 略称名 

農学部 農学部 

  農学科 農学 

  動物科学科 動物 

  生物資源開発学科 資源 

  デザイン農学科 デザイン 

応用生物科学部 応生学部 

  農芸化学科 化学 

  醸造科学科 醸造 

  食品安全健康学科 健康 

  栄養科学科 栄養 

生命科学部 生命学部 

  バイオサイエンス学科 バイオ 

  分子生命化学科 生化 

  分子微生物学科 微生物 

地域環境科学部 地域学部 

  森林総合科学科 森林 

  生産環境工学科 工学 

  造園科学科 造園 

  地域創成科学科 創成 

国際食料情報学部 国際学部 

  国際農業開発学科 開発 

  食料環境経済学科 経済 

  アグリビジネス学科 ビジネス 

  国際食農科学科 食農 

英語による専門教育プログラム 英語専門 

全学共通科目 全学共通 

教職課程 教職 

学術情報課程 学情 
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２０２４年度 年間授業計画 

（農学部） 

月 日（曜日） 行事予定 

４ 

       3 日（火） 
4 日（木）～ 9 日（火） 

 
 

10 日（水） 
29 日（月

月

） 

入学式 
新入生ガイダンス・健康診断 
在学生ガイダンス・健康診断 
新入生オリエンテーション 等 
前学期授業開始（7/12 まで） 
【授業日】昭和の日 

５ 
1 日（水）～ 2 日（木） 

 
18 日（土） 

【休講日】 
【授業日】こどもの日振替休日 
大学の記念日 

６ 1 日（土） 教育後援会教育懇談会 

７ 

      12 日（金） 

6 日（ ） 

15 日（月）～19日（金） 
22 日（月） 

26（金）～8/1（木） 

前学期授業終了 
前学期定期試験（7/15 海の日は定期試験を実施） 

 
追試験 

８ 
3 日（土）・4日（日） 

 
 

オープンキャンパス 
夏季休業 

 夏季集中授業、各種教育プログラム 

９ 

上旬  
21 日（土） 
25 日（水） 
26 日（木）
28日（土）

 
 

前学期定期試験の評価開示 
教育後援会地域懇談会 
 
後学期授業開始（1/16 まで） 
東京農大ホームカミングデー（世田谷キャンパス） 

１０ 

      14 日（月） 
19 日（土） 

31 日（木） 
 

【授業日】スポーツの日 

 収穫

総合型選抜入試

祭に伴う休講期間 
 準備 10/31、前夜祭 11/1、収穫祭 11/2・3、体育祭 11/4、後片付け 11/5 

１１ 
5 日（火）

16 日（土）
17 日（日）
30 日（土）

 学校推
指定校、社会人選抜入試
外国人・帰国子女、運動選手、転入学・編入学・学士編入学入試

薦型選抜入試 

１２ 
 
 

24 日（火）
14 日（土）

 
私の夢総合型選抜入試 
冬季休業 

１ 

       3 日（金） 
6日（月） 

15 日（水）･16 日（木） 
16 日（木） 
17 日（金） 

 
18 日（土）・19日（日） 

20 日（月）～24 日（金） 
 31 日（金）

 
後学期授業再開 
【補講日】 
後学期授業終了 
大学入学共通テスト準備日 
卒業論文題目届の提出期限（3 年次生） 
大学入学共通テスト 
後学期定期試験 
卒業論文の提出期限（卒業年次生） 

２ 

3 日（月）～5日（水） 
6 日（木）～12日（水） 

下旬  

一般選抜入試Ａ日程 
追試験 
後学期定期試験の評価開示 

一般選抜入試Ｂ日程 

３ 
6 日（木）
7日（金）

3日（月）
 
 

21 日（金） 

【休業日】学校法人の創立記念日 
卒業確定者及び進級確定者の発表 
学位記授与式 

注：上記スケジュールは予定であり、変更することがあります。変更が生じた場合は、随時、学生ポータルにて周知します。 
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※ここでは、パソコン用画面に沿った説明を記載しています。

んでアクセス

「パスワード」
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(2) 各メニューの使い方 
 

 
 

     タブ（各機能をまとめたもの） 

 

My 時間割  

各自の授業時間割を確認できます。 

教室変更や休講情報、課題の連絡等の重要な情報を確認できます。 

教務掲示  

○時間割表 

授業時間割表（開講学期・曜日・時限・担当者等）、授業日・集中講義一覧等を確認することができます。 
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に

の受講方法、レポート課題に いての連絡など、授業を受 る で必要な を確認できます。学生

い。 

 
【メッセージ種別】 

    休講情報‥‥‥‥休講する科目と日程について  
    補講情報‥‥‥‥ 授  
    時間割変更情報‥

授業日程変更‥‥授業  
    講義連絡‥‥‥‥授業に 験

    レポート課題‥‥レポート課 ※2 
            提出した後に同画面を確認し、「提出済み」「受理」等を確認してください。 

「教務掲示」から

【教務掲示の検索方法】

　ページ下部の検索条件から必要な情報を検索できます。

詳細検索条件の「▼検索条件を開く」をクリックすると、過去の掲示内容や教員名・開講番号で検索できます。

「教務掲示一覧」を

クリックすると

履修している科目に

関するお知らせが

表示されます。
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レポート課題 

 

 

[ ートを 出する] をクリックすると 

あなたの履修 で 

 

  

成してください。 

 

 

 

 

 

フ を から、

をクリックしてください。 

 

 

必ず確認してく

ださい。 

 
 

 7

 

 

 

すると授業に 

 

 
業の前に必ず確認してくださ

い。 
 

 

  
 

※1

※2
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週間スケジュール 

      授業の予定や大学の予定を確認できます。 

科目名をクリックすると講義連絡等も確認することができます。 

なお、隔週科目は毎週表示され、集中科目は表示されません。 

 

 
各お知らせ 

    全学共通のお知らせ  

農大生全体にお知らせしている内容です。 

授業の運営方針やシステム障害等重要なお知らせします。 

    各キャンパスからのお知らせ  

所属キャンパスごとのお知らせです。 

履修登録や定期試験、奨学金等について、お知らせします。必要な情報を確認してください。 

    あなた宛のお知らせ  

個人宛に送っている内容です。 

特定の学科、学年にのみ送信している連絡、授業に関するお知らせ、教員や事務局からの呼び出し等の 

お知らせがあります。必ず確認し、対応してください。 

 

 

○あなたの履修 

履修登録期間に登録した科目の確認ができます。 

※未登録の科目の受講や試験の受験はできません。 

○あなたの成績台帳 

成績、単位修得状況、GAP 等を確認することができます。 

 シラバス  

授業の内容を確認することができます。成績評価の基準等、履修登録する前に必ず確認してください。 

オフィスアワー  

授業担当者の連絡先や質問方法、質問時間が掲載されています。授業時間以外で質問する場合に 

利用してください。 

 キャビネット  

学生ハンドブックや履修のてびき、時間割表などを確認することができます。 
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２ 履修登録日程 
 

履修登録にあたり「履修のてびき」「学生生活ハンドブック」「シラバス」で修得すべき単位数、各授業科目の履修

方法、履修条件を理解しておくことが大切です。 

履修登録は Web 履修登録です。履修登録の入力方法（２４ページ）を熟読し、手続きしてください。 

※履修登録前に「住所等の登録」が必要です（２９ページ参照）。 

 

履修登録の手順 前学期 後学期   

ガイダンス

4 月上旬 

   「履修のてびき」（当冊子）を配付 

履修計画を立てる   
 配付資料及びシラバス・時間割表（学生ポータルに掲

載）を参照して履修計画を立ててください。 

授業開始 4 月 10 日 9 月 28 日
 各自の履修計画に沿って授業に出席してください。 

 履修確定前の授業も出席してください。 

履修登録期間 

4 月 10 日 

 

～4 月 16 日 

9 月中旬 

 履修登録の入力方法に従い学生ポータル「履修登録 

 （修正）」から履修登録してください。 

 期間中は終夜利用可能 

  ただし、8：30～10：30 はメンテナンスのため停止 

  最終日は 17：00 で終了 

履修登録開示 4 月 22 日 9 月下旬 
 学生ポータル「あなたの履修」にて正しく登録されている

か必ず確認してください。 

履修修正期間 

4 月 24 日 

 

～4 月 26 日 

10 月上旬

 履修登録の入力方法に従い学生ポータル「履修登録 

 （修正）」から履修修正してください。 

 期間中は終夜利用可能 

  ただし、8：30～10：30 はメンテナンスのため停止 

  最終日は 17：00 で終了 

履修修正登録確定 5 月 6 日 10 月中旬
  学生ポータル「あなたの履修」にて履修修正が反映され

ているか必ず確認してください。 

 

※  後学期日程は、７月下旬に学生ポータルにてお知らせします。 

  

３ 履修登録にあたっての注意事項 
 

履修は必ず全学生が各自で登録し、登録内容を確認してください。 

※必修科目（当該学年の必修科目）のみ履修する場合でも必ず確認してください。 

 

(1) 履修登録の流れ 

① 履修のてびき（当冊子）・学生生活ハンドブック「授業科目配当表」(学生ポータル：キャビネット内格納)・時間割表

（学生ポータル：教務掲示→時間割表）・シラバス（学生ポータル）を参照し、履修計画を立ててください。 

※履 修 のてびき P23 の「必 修 科 目 自 動 登 録 単 位 数 一 覧 表 」で、自 動 登 録 されている科 目 数 を確 認 してください。 

② 学生ポータルの［教務掲示］の［履修登録（修正）］から①で計画した科目を登録してください。（24 ページ～

履修登録の入力方法を参照） 

③ 登録が完了した後、最終確認のため必ず印刷または画面のデータを保管してください。 

◇

◇

詳細・備考
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2（ ) 履修登録単位数 

①履修登録単位数の制限（キャップ制） 

学期ごと及び１年間に履修できる単位数は制限されています。これをキャップ制といいます。 

上限を超えて登録した場合は、エラーが表示されるので、超えた単位数に応じて科目を削除してください。 
  

履修上限は、学期ごとに２２単位まで・年間４４単位までです。 

※ リメディアル教育科目、専門実用科目、教職課程・学術情報課程科目、東京情報大学との協定に基づく

科目は制限の対象外とします。 

 

 ②履修登録単位数のカウント方法 

（ ) 履修登録上の注意事項 

◇ 履修番号の登録を間違えると、エラーまたは全く別の科目が登録されるので注意してください。 

◇ 在籍学年の必修科目は自動登録されているので、登録する必要はありません。 

  万が一、自動登録科目を変更する場合は、一度科目を削除して新たに登録する科目の履修番号をその時間

帯に登録してください。 

   ※ 原一度 級・留年・再入学・転学部・転学科・転入学及び編入学した者は、卒業まで自動登録されません。 

必ず、

、

各自で履修番号を登録してください。 

   ※必修科目を再履修する場合も自動登録されません。必ず、各自で履修番号を登録してください。 

◇ 同時限に開講している科目は、いずれかを選んで履修番号を登録してください。 

◇ 同一時限に隔週で開講する科目を履修する場合は、同一時限に登録してください。 

◇ ２時限以上続けて開講する科目は、授業開始時限のみ履修番号を登録してください。 

◇ 集中科目は、開講学期にあわせて集中講義選択画面で履修番号を登録してください。 

◇ 通年科目は、前学期授業開始時限のみ履修番号を登録してください。 

◇ 上級学年の配当科目は履修できません（他学科・他学部聴講の場合も同様）。 

◇ いかなる理由があっても、後学期の履修変更登録期間に前学期開講科目（通年・前期集中科目含む）の 

登録・削除はできません。 

◇ 学生生活ハンドブックの「授業科目配当表」と開講学期が異なることがあるので注意してください。 

学生ポータルの時間割表に沿って登録してください。 

 

3

　以下のようにカウントします。

◇ 前学期科目…前学期にカウントし、年間の単位数としてもカウントします。

◇ 後学期科目…後学期にカウントし、年間の単位数としてもカウントします。

◇ 通年科目…単位数の1/2を各学期にカウントし、年間の単位数としてもカウントします。

◇ 集中科目…年間の単位数としてカウントします。

例）右の単位数を登録した場合…前学期科目：20単位、後学期科目： 18単位、通年科目：2単位、集中科目：4単位

対象科目 単位数 対象科目 単位数 対象科目 単位数

02目科期学前・02目科期学前・

・後学期科目 18 ・後学期科目 18

・通年科目1/2 1 ・通年科目1/2 1 ・通年科目 2

・集中科目 4

前学期計 21 後学期計 19 年間計 44

間年期学後期学前

　　　　　　※通年で１単位の科目は、前期0.5単位・後期0.5単位とカウントします。

履修
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（3) スポーツ・レクリエーション（一）・（二） 

シラバスの授業実施方法、実施種目を確認してから第１回目の授業を受講してください。 

履修人数に定員を定めており、クラス分けを行いますので、履修希望者は必ず出席してください。 

第１回の授業は体育館で行います。運動は行わないので私服のままで構いませんが、体育館用シューズを必

ず着用してください。 

定員を大幅に上回った場合は、人数調整を行います。授業担当者から履修を認められた者のみ履修登録でき

ます。 

※２年次以上の学生は他学科のクラスでも履修可能ですが、必ず希望するクラスの第１回目の授業に出席し

てください。 

 
（4) ステップ制のある 科目 

◇　特別講義、中国語、スペイン語など 

科目の（一）→（二）→（三）→（四）順序に従い単位修得する科目です。

例えば、（一）の単位を修得しなければ、（二）を履修することはできません。

（5) クラス分けのある授業科目 

◇ クラス分けは、所属学科の在学年次の開講科目のみに適用されます（一部を除く）。クラス分けされる科目

は、クラス分け表に基づき、自分の所属するクラスを確認してください。 

◇ 下級学年次のクラス分けのある科目は、クラスを選んで履修番号を登録してください（一部を除く）。 

◇ 学科指定のある科目は、自分の学科で履修してください。 

◇ 外国語科目および、専門教育科目の学科教養科目の時間割に、A・Ｂ・Ｃ…でクラス分けがある場合は、クラス

を選択できます。ただし、指定がある場合があるので、ガイダンス等の指示に従ってください。 

◇ 教職・学術情報課程の科目に、A・B でクラス分けがある場合は、クラスを選んで履修してください。 
 

(6) リメディアル教育科目 

   リメディアル教育科目は、１年次に開講します。年度当初に受講対象者を決定し、対象学生は指定の授業に必

ず出席しなければなりません。他学部・他学科の科目は履修できません。また、卒業要件単位には含まれませ

ん。 

 

(7) 他学部・他学科聴講 

◇ 同履修者が多く教室に入りきらない状況になった場合は、同授業に限り他学部・他学科聴講の学生は遠隔

授業（Zooｍ同時配信）にて対応する場合があります。 

◇ 他学部・他学科聴講は、上級学年の配当科目を履修できません。 

◇ 他学部・他学科の履修登録単位の上限は、在学中合計３０単位です。 

※合否にかかわらず、履修登録が確定した時点で単位数がカウントされます。 

◇ 次の科目については他学部・他学科聴講の対象外です。 

・ 実験・実習・演習（研修を含む）科目（開発「海外農業実習（一）（二）（三）」を除く） 

・

・

 各学部の総合教育科目（スポー

一部の学部または学科開講科目

ツ関係科目を除く）、外国語科目（初修外国語科目を除く） 

外国語

 

４ 履修登録上、特に注意を要する授業科目 
（1) 英語科目 

英語（一）,（二）についてはガイダンス期間に行うクラス分け試験の結果により履修クラスを決定します。 

英語（三）,（四）については 2024 年 2 月に実施した英語到達度試験の結果により履修クラスを決定します。 

前期・後期開講科目を問わず、クラス分けに関わる試験を受験しない場合英語は原則履修できません。 

再履修が必要な者は必ずいずれかの試験を受験してください。クラス変更は認めません。 

※ 外国語科目の基礎英語科目・実用英語科目については、他学部・他学科聴講は認めません。 

 

（2) 共通演習・ ・農業実習（一）・（二） 

農学部全体でクラス分けを行う。詳細については説明会および配布資料参照のこと。 

 

基礎演習・農学原論
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(8) 初修外国語科目 

◇ 初修外国語科目「中国語・スペイン語」を履修する場合は、いずれかを選択して履修してください（複数の語学

を選択することはできません）。 

※過去に合否に関わらずどちらかの科目を履修している場合、もう一方の科目を履修することはできません。 

※【共通】前学期に履修登録した科目について、単位を修得できなかった場合、後学期に同名科目を再度履修

することはできません。 

 

(9) 同名科目 

 次の表（P14～16）は、複数の学部・学科で開講している同名の授業科目一覧です。以下の点に注意してください。 

◇ 所属学科（配当学年を問わず）にある科目と同名の科目は、他学科・他学部聴講できません。 

【例】 生物資源開発学科の学生は農学科の「環境科学」を履修できません。 

→生物資源開発学科は ３年次に「環境科学」の開講があるため。 

◇ 同名科目において、既に単位修得している場合は再度の履修はできません。 

・農学「昆虫学」 ・資源「昆虫学」　 　 ・応生「現代の環境問題」 「心の構造」 

・化学「土壌学」「環境科学」　 　 ・醸造「発酵食品化学」 「飲酒生理学」 「調味食品学」    

・健康「リスクマネジメント論」  「食品安全健康学概論」   

・生命科学部 「科学と哲学」 「経済入門」   　 ・バイオ「農学概論」 「生命科学概論」 

・生化「農業と化学」 「微生物利用学」　 　 ・微生物「英語論文購読」  「農学概論」 「生物資源工学」 

「ゲノム情報利用学」 「複合微生物利用学」 「動物共生微生物学」 「植物共生微生物学」

 ・地域「文学概論」 「哲学」 「地球環境と炭素循環」  

・森林「森林文化論」  「きのこ学」  「森林政策学」  「森林昆虫学」  

・工学「作物栽培学」 「数学」 「応用数学」　 　 ・国際「栽培学入門」「経済学入門」  「環境倫理」 

 ・開発「熱帯土壌学」 「栽培学原論」 「植物学」 

・経済「食料経済学」「食品マーケティング論」  「環境社会学」 

・食農「調理学」   「フードスペシャリスト論」  「グローバリゼーションと食品流通」 「栄養食品科学」 
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科科目目名名 学学部部 学学科科 学学年年 科科目目名名 学学部部 学学科科 学学年年

生物学 農学部 全学科 1年 科学と哲学 農学部 全学科 2年

応生学部 全学科 1年 応生学部 全学科 1年

生命学部 全学科 1年 生命学部 全学科 1年

地域学部 全学科 1年 環境科学 農学部 全学科 3年

国際学部 全学科 1年 環境倫理 国際学部 全学科 1年

地学 農学部 全学科 2年 機器分析学 農学部 資源 3年

応生学部 全学科 1年 生命学部 全学科 3年

生命学部 全学科 1年 機器分析学概論 応生学部 全学科 3年

地域学部 全学科 1年 起業論 応生学部 全学科 3年

国際学部 全学科 1年 危険物取扱法 生命学部 全学科 3年

日本国憲法 農学部 全学科 2年 技術者倫理 地域学部 全学科 4年

応生学部 全学科 2年 基礎有機化学 応生学部 化学 1年

生命学部 全学科 2年 生命学部 生化 1年

地域学部 全学科 2年 きのこ学 地域学部 全学科 2年

国際学部 全学科 1年 グローバル化時代の地誌 国際学部 全学科 3年

化学 農学部 全学科 1年 群集生態学 地域学部 全学科 3年

応生学部 全学科 1年 経営情報論 国際学部 全学科 3年

生命学部 全学科 1年 景観論 地域学部 全学科 1年

地域学部 全学科 1年 経済学 地域学部 全学科 3年

国際学部 全学科 1年 経済入門 農学部 全学科 2年

物理学 農学部 全学科 1年 応生学部 全学科 2年

応生学部 全学科 1年 芸術 農学部 全学科 2年

生命学部 全学科 1年 ゲノム生物学 生命学部 全学科 3年

地域学部 全学科 1年 現代社会の諸問題 農学部 全学科 2年

国際学部 全学科 1年 現代の環境問題 応生学部 全学科 2年

中国語（一） 農学部 全学科 2年 源流文化学 地域学部 全学科 2年

地域学部 全学科 1年 公衆衛生学 応生学部 健康 3年

国際学部 全学科 1年 応生学部 栄養 3年

中国語（二） 農学部 全学科 2年 国際関係と社会問題 生命学部 全学科 2年

地域学部 全学科 1年 国際関係を考える 農学部 全学科 2年

国際学部 全学科 1年 国際比較農業論 国際学部 全学科 3年

スペイン語（一） 農学部 全学科 2年 昆虫学 農学部 農学 2年

国際学部 全学科 1年 農学部 資源 2年

スペイン語（二） 農学部 全学科 2年 サイエンスコミュニケーション 生命学部 全学科 3年

国際学部 全学科 1年 細胞機能学 応生学部 全学科 3年

アイソトープ利用論 生命学部 全学科 3年 細胞生物学 応生学部 化学 2年

AIとスマート農業 国際学部 全学科 3年 応生学部 健康 2年

応用微生物学 生命学部 バイオ 3年 生命学部 バイオ 1年

生命学部 微生物 3年 自然再生技術論 農学部 全学科 3年

海外農業農村開発学 地域学部 全学科 4年 持続可能社会論 国際学部 全学科 3年

外国史 国際学部 全学科 2年 実験計画法 農学部 農学 3年

解剖生理学 応生学部 健康 1年 農学部 デザイン 2年

応生学部 栄養 2年 応生学部 化学 4年

科学英語 農学部 全学科 4年 実験データ解析概論 応生学部 全学科 3年

実験動物学 農学部 動物 2年 食料生産環境学 国際学部 全学科 3年

生命学部 バイオ 3年 食料地理学 国際学部 全学科 3年

芝生論 地域学部 全学科 3年 進化論 応生学部 全学科 2年

社会学 地域学部 全学科 2年 生命学部 バイオ 2年

国際学部 全学科 2年 心理学概論 農学部 全学科 1年

食農とメディア 国際学部 全学科 3年
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科科目目名名 学学部部 学学科科 学学年年 科科目目名名 学学部部 学学科科 学学年年

食品衛生学 農学部 動物 4年 数学 農学部 全学科 1年

応生学部 化学 3年 生命学部 バイオ 1年

応生学部 健康 2年 生命学部 微生物 1年

応生学部 栄養 2年 地域学部 工学 1年

生命学部 バイオ 3年 生化学 農学部 全学科 2年

生命学部 微生物 3年 応生学部 健康 1年

国際学部 食農 2年 生命学部 バイオ 1年

食品化学 応生学部 醸造 3年 生命学部 生化 2年

応生学部 健康 1年 生化学（一） 応生学部 醸造 2年

生命学部 バイオ 2年 応生学部 栄養 1年

生命学部 微生物 2年 生化学（二） 応生学部 醸造 2年

食品加工学 応生学部 醸造 1年 応生学部 栄養 2年

応生学部 栄養 2年 生産経営概論 応生学部 全学科 3年

国際学部 食農 2年 生物環境科学 生命学部 全学科 2年

食品機能学 農学部 デザイン 3年 生物統計学 農学部 動物 2年

応生学部 醸造 3年 農学部 資源 2年

応生学部 健康 3年 応生学部 健康 4年

応生学部 栄養 3年 生命学部 全学科 1年

国際学部 食農 3年 生物無機化学 応生学部 化学 1年

食品工学 生命学部 微生物 3年 生命学部 生化 3年

地域学部 工学 3年 生物有機化学 応生学部 化学 2年

食品工学概論 応生学部 全学科 3年 応生学部 健康 2年

食品製造学 農学部 デザイン 2年 生命学部 微生物 1年

応生学部 化学 2年 生命科学 農学部 全学科 3年

生命学部 バイオ 2年 生命倫理 農学部 全学科 2年

生命学部 微生物 3年 応生学部 全学科 1年

食品微生物学 農学部 デザイン 2年 生命学部 全学科 1年

応生学部 醸造 1年 測量学 地域学部 全学科 1年

食品学 国際学部 全学科 3年 畜産物利用学 農学部 動物 4年

植物栄養学 農学部 全学科 2年 農学部 デザイン 2年

植物生長調節論 農学部 全学科 3年 知的財産概論 応生学部 全学科 3年

植物生理学 応生学部 化学 2年 生命学部 全学科 3年

応生学部 健康 3年 知的財産論 農学部 全学科 3年

生命学部 バイオ 2年 調理学 応生学部 栄養 1年

生命学部 微生物 2年 国際学部 食農 3年

植物生理生態学 農学部 全学科 2年 地理学 国際学部 全学科 2年

植物病理学 農学部 農学 1年 哲学・倫理学 地域学部 全学科 1年

農学部 資源 1年 統計学 応生学部 全学科 3年

応生学部 化学 3年 地域学部 全学科 2年

生命学部 全学科 2年 統計基礎 国際学部 全学科 2年

植物分子育種学 生命学部 全学科 3年 糖質化学 生命学部 全学科 3年

植物分子遺伝学 生命学部 全学科 2年 動植物園論 農学部 全学科 3年

植物防疫論 農学部 農学 3年 動物解剖学 農学部 動物 1年

農学部 資源 3年 農学部 資源 2年

農学部 デザイン 3年 農学部 デザイン 2年

動物管理学 農学部 動物 1年 分子生物学 農学部 全学科 3年

農学部 資源 1年 応生学部 化学 1年

農学部 デザイン 1年 応生学部 健康 2年

動物生理学 農学部 動物 1年 生命学部 バイオ 2年

生命学部 バイオ 2年 生命学部 生化 2年

生命学部 微生物 2年 分子設計学 生命学部 全学科 3年
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科科目目名名 学学部部 学学科科 学学年年 科科目目名名 学学部部 学学科科 学学年年

動物分子遺伝学 生命学部 全学科 3年 分析化学 応生学部 醸造 1年

土壌学 農学部 農学 1年 応生学部 健康 1年

農学部 資源 1年 応生学部 栄養 1年

応生学部 化学 2年 生命学部 生化 1年

日本史 国際学部 全学科 1年 法学入門 国際学部 全学科 1年

日本の森林文化 地域学部 全学科 2年 放射線科学 応生学部 全学科 3年

農学概論 農学部 全学科 1年 マーケティング学 応生学部 全学科 3年

応生学部 健康 1年 マーケティング入門 生命学部 全学科 1年

応生学部 栄養 1年 無機化学 応生学部 健康 1年

生命学部 バイオ 1年 生命学部 全学科 1年

生命学部 微生物 1年 免疫学 応生学部 化学 2年

地域学部 創成 1年 応生学部 健康 3年

国際学部 食農 1年 生命学部 バイオ 3年

農業インターンシップ 農学部 全学科 2年 有機化学 応生学部 健康 1年

農業気象学 農学部 全学科 2年 応生学部 栄養 2年

農業経営学 農学部 全学科 2年 生命学部 バイオ 1年

国際学部 経済 2年 有機化学（一） 応生学部 醸造 1年

国際学部 ビジネス 2年 生命学部 生化 1年

国際学部 食農 3年 有機化学（二） 応生学部 醸造 2年

農業経済学 国際学部 開発 1年 生命学部 生化 2年

国際学部 ビジネス 1年 歴史学 地域学部 全学科 1年

農業昆虫学 地域学部 創成 3年

国際学部 開発 2年

農業政策論 国際学部 経済 1年

国際学部 ビジネス 2年

農産物マーケティング論 農学部 全学科 3年

農と科学の歴史 応生学部 全学科 1年

農薬化学・毒理学 生命学部 全学科 3年

バイオインフォマティクス 応生学部 醸造 3年

生命学部 全学科 2年

バイオプロセス工学概論 応生学部 醸造 3年

生命学部 全学科 3年

微生物学 応生学部 化学 2年

応生学部 健康 2年

応生学部 栄養 1年

生命学部 バイオ 1年

微生物環境学 地域学部 全学科 1年

病理学 応生学部 健康 2年

応生学部 栄養 2年

プレゼンテーション英語 農学部 全学科 3年

文学 地域学部 全学科 1年

文化人類学 農学部 全学科 2年

国際学部 全学科 1年
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 1

５５  英英語語にによよるる専専門門教教育育ププロロググララムムのの履履修修登登録録  

CCoouurrsseess  OOffffeerreedd  bbyy  SSppeecciiaall  PPrrooggrraamm  ((CCoonndduucctteedd  iinn  EEnngglliisshh))  ：：    

「「AAggrriiccuullttuurree,,  FFoooodd  aanndd  EEnnvviirroonnmmeenntt」」  

  
◎ 「英語による専門教育プログラム」受講の勧め 

    日本人の学生はもとより海外からの留学生に対して、日本およびほかのアジア諸国における食料、農業なら
びに環境に関する現状と課題を総合的に理解してもらうことを目的に、開講している科目です。英語での授業
を通じて、日本人の学生にとっては、専門分野を幅広い視点で学ぶことができ、また留学生や海外協定校学
生とともに英語で学ぶ絶好の機会となります。将来を通じた自分のキャリア・ステップを考慮に入れて、受講され
ることを強くお勧めします。 

 

((11)) PPrrooggrraamm  TTiittllee::  

Special Program (Conducted in English) : Agriculture, Food and Environment 
 

((22)) RRaattiioonnaallee  

An integrated approach is important for the solution of problems of mankind in 
such areas as food, environment, health, resources and energy, which are all mutually 
related and interwoven. The food problem generally refers to problems of food 
production, distribution and consumption, thus covering a wide range of topics. For 
instance, food production is closely related not only to natural environment but also 
agricultural and food processing technologies. Distribution of food is determined by 
political and economic mechanisms, while improved storage and distribution 
technologies have tremendously contributed to the widening scope of marketing. Food 
consumption is highly related to the level of income, but culture, social norms and 
dietary habits are other key determinants of what and how people consume food.  

Modern agricultural science has greatly contributed to increased food production, 
which has expanded beyond global population growth. However, problems of 
environmental destruction and unassured food safety have also emerged. The urgent 
need to assure environmental conservation and safe food supply are now globally 
recognized.  At  Tokyo University of Agriculture, a multidisciplinary, 
all-university-education program is now being offered for the study of food and 
environment. Integrated learning of agriculture, food and environmental issues 
guides students to see how they can make a contribution to solving global issues in 
modern society.  

This program provides the opportunity for Japanese students as well as 
international students to gain holistic understanding on issues of food, agriculture 
and environment in Japan and other Asian countries.  

 

((33)) TTiimmee  TTaabbllee  （（iinn  22002244））  

The courses are offered to all students in 2024. It is our advice that you select 
courses according to your English ability. 

【【FFiirrsstt  sseemmeesstteerr】】  

EEnnvviirroonnmmeenntt  aanndd  AAggrriiccuullttuurree  

AAggrriiccuullttuurree  aanndd  EEccoonnoommiicc  DDeevveellooppmmeenntt  ((FFoooodd  aanndd  EEnnvviirroonnmmeenntt  iinn  EEccoonnoommiicc  DDeevveellooppmmeenntt))    

AAggrriiccuullttuurraall  TTrraaddee**  

FFoooodd  aanndd  HHeeaalltthh  11  

FFoorreesstt  aanndd  FFoorreessttrryy  

GGlloobbaall  FFoooodd  SSyysstteemmss  

JJaappaanneessee  AAggrriiccuullttuurraall  DDeevveellooppmmeenntt**  
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 2

PPllaannttss  ffoorr  LLaannddssccaappee  AArrcchhiitteeccttuurree((LLiiffee  HHiissttoorryy  aanndd  AApppplliiccaattiioonnss  ooff  LLaannddssccaappee  PPllaannttss))  

PPllaannnniinngg  ａａｎｎｄｄ  DDeessiiggnn  ooff  LLaannddssccaappee  AArrcchhiitteeccttuurree  

VVeeggeettaabbllee  PPrroodduuccttiioonn  TTeecchhnnoollooggiieess  ffoorr  IInntteerrnnaattiioonnaall  CCooooppeerraattiioonn**  

IInnttrroodduuccttiioonn  ttoo  BBiiooiinndduussttrryy**  

IInnttrroodduuccttiioonn  ttoo  JJaappaanneessee  LLiinngguuiissttiiccss  ((EEddoo  AAeesstthheettiiccss  aanndd  EEnnvviirroonnmmeennttaall  RReessiilliieennccyy))  

EEaasstteerrnn  HHookkkkaaiiddoo::  IIddeennttiiffyyiinngg  OOppppoorrttuunniittiieess  iinn  aa  RReeggiioonn  ooff  DDeecclliinniinngg  PPooppuullaattiioonn**  

  

** TThhiiss  ccoouurrssee  wwiillll  nnoott  bbee  ooffffeerreedd  aafftteerr  22002255..  

  

  

【【SSeeccoonndd  sseemmeesstteerr】】  

JJaappaanneessee  FFoooodd  CCuullttuurree  ((CCoommppaarraattiivvee  NNaattuurree  SSttuuddyy  ffrroomm  CCuullttuurraall  PPeerrssppeeccttiivvee))  

AAggrriiccuullttuurraall  SScciieennttiiffiicc  EEnngglliisshh  ffoorr  IInntteerrnnaattiioonnaall  CCooooppeerraattiioonn**  

AAggrroo--EEnnvviirroonnmmeennttaall  EEnnggiinneeeerriinngg  

CCoommppaarraattiivvee  DDeevveellooppiinngg  AAggrriiccuullttuurree  

CCoommppaarraattiivvee  FFoooodd  PPrroodduuccttiioonn  TTeecchhnnoollooggiieess  

EEccoollooggyy  aanndd  AAggrriiccuullttuurraall  PPrroodduuccttiioonn  

AAggrrooeeccoollooggyy  aanndd  FFoooodd  PPrroodduuccttiioonn  ((EEccoollooggyy  aanndd  FFoooodd  PPrroodduuccttiioonn))  

FFoooodd  aanndd  HHeeaalltthh  22  

FFaammeerrss  aanndd  CCoonnssuummeerrss  iinn  JJaappaann  （（iinntteennssiivvee））**  

GGrroouupp  AApppprrooaacchh  ttoo  FFoooodd  aanndd  EEnnvviirroonnmmeenntt  （（iinntteennssiivvee））  

FFiieelldd  SSttuuddyy  ooff  FFoooodd  aanndd  EEnnvviirroonnmmeenntt  （（iinntteennssiivvee））  

SSuussttttaaiinnaabbllee  AAggrriiccuullttuurree  iinn  AAssiiaa  （（iinntteennssiivvee））  

MMoolleeccuullaarr  BBiioollooggyy  aanndd  BBiiootteecchhnnoollooggyy  

  

** TThhiiss  ccoouurrssee  wwiillll  nnoott  bbee  ooffffeerreedd  aafftteerr  22002255..  

 
((44)) 修修得得単単位位数数ににつついいてて  

本プログラム科目は、30 単位を上限として修得ができます。修得した単位は、東京農業大学学則

第 15 条の 3 に定められているとおり、卒業単位に含めることができます。ただし、学科毎に卒業単位

に含めることができる単位の上限が異なるため、注意してください。 
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履修登録について 
 

スで１ ース スで ース ースまで

な １年 に ス の履修 で 。な 履修登録 は年 学 の

は て 履修 履修登録してください。 年 までに の

修

学       者 

学   5-6 

1060 （

2   
1061 （

1062 （

1063 （
 

 

2024 の は 履修者 ールの ま に 

さ 学 の履修者 ール の学 の履修者は教 での な ま 。 

６

物動学農師講マーテ程日

4月10日
フィールドの楽しさを知ろう！

～年間300日をフィールドで過ごす写真家が楽しみ方を伝授します～
福田　幸広 1102 トリニティ

2011ィテニリト郎太征　本松う闘と草雑日71月4

4月24日
農業と気候変動、わたしたちのこれから

～サステナビリティの現場から
新美　陽大 トリニティ 1102

2011ィテニリト弘孝　田黒irakihem hsiF suoiretsyM日51月5

2011ィテニリト誠　田吉究研トスベーハトスポと業農の県川奈神日22月5

ィテニリト2011之嘉　幡永るす録記で真写を化変の然自日92月5

ィテニリト2011尚秀　崎田法療存温性孕妊と術技療医助補殖生日5月6

ィテニリト2011理瑠　尻花物植と物薬制規法日21月6

6月19日
農家に学び地域と共に80年歩み続ける出版社「農文協」

～新米職員の日常と思うところ～
津田　美優 トリニティ 1102

ィテニリト2011紗理　所田人と犬日62月6

2011ィテニリト作大　崎ヶ吉」るえ考をかのいたしを何「日3月7

ィテニリト2011郎一雄　井藤及普と発開の乳牛2Ａ日01月7

資源 デザイン

トリニティ 1103

1103 トリニティ

1103 トリニティ

1103 トリニティ

1103 トリニティ

トリニティ 1103

トリニティ 1103

トリニティ 1103

1103 トリニティ

トリニティ 1103

1103 トリニティ

トリニティ 1103

 
(1) 2024年度　厚木キャンパス「特別講義」について
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ライブオンライン講義、オンデマンド講義および PC を用いた実習を通し、数理、統計学、AI、データサイエンス分

野の動向を俯瞰し、これらの分野の基礎的素養及び知識・技能の修得を目的とする。本講義は、数理・データサイ

エンス・AI 教育プログラムの必修科目となる。 

 

【「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」を構成する科目と修了要件単位数】 

分野 授業科目 単位数 
修了必要 

単位数 

導入科目  位単2 位単2 ）一（礎基報情

 位単2 位単2 ）二（礎基報情 目科入導

課題別科目 特別講義 データサイエンス基礎 2 単位 2 単位 

専門基礎科目  位単2 法画計験実

2 単位以上
 位単2 学計統物生 目科礎基門専

 位単2 学計統 目科係関然自

 位単2 礎基計統 目科通共門専

合 計  8 単位以上

※情報基礎（一）と情報基礎（二）の単位を修得していなければ特別講義 データサイエンス基礎を履修できません。 
 

【「特別講義 データサイエンス基礎」の履修登録について】 

「特別講義 データサイエンス基礎」は全学部生を対象に開講します。 

「情報基礎（一）」と「情報基礎（二）」の単位を修得していれば学年を問わず履修できます。 

（注）ライブオンラインの授業では Web カメラ、イヤホン（ヘッドホン）、マイクが必要です。 

 

【「特別講義 データサイエンス基礎」の特徴】 

・授業内容は可能な限り農業に関する親しみやすい事例を取り入れることにより、解りやすい実習、ワークショッ

プを通じて、AI 時代における実学主義を涵養します。 

・富士通株式会社との包括連携協定に基づく人材交流によって、実践的かつ本学の専門性に沿った講義を複

数回設定し、データサイエンスの活用イメージが湧く授業内容を取り入れます。 

・より多くの学生が受講できるよう、授業はオンライン（オンデマンド、ライブ）で行います。 

 

「特別講義 データサイエンス基礎」の 2024 年度授業（概要）は https://www.nodai.ac.jp/datascience/ 

の「７．特別講義 データサイエンス基礎の授業内容」を参照してください。 

   授業詳細は https://nodaiweb.university.jp/datascience/ を参照してください。 

 

関連科目一覧 
学科 区分 開講学年 科目名 学科 区分 開講学年 科目名 

農学 選択 3 実験計画法 微生物 必修 1 生物統計学 

動物 必修 2 生物統計学 森林 選必 2 統計学 

デザイン 必修 2 実験計画法 工学 選必 2 統計学 

化学 選必 1 統計学 造園 選必 2 統計学 

醸造 選必 1 統計学 創成 選必 2 統計学 

健康 選択 1 統計学 開発 選択 2 統計基礎 

健康 選択 3 生物統計学 経済 選択 2 統計基礎 

栄養 選必 1 統計学 ビジネス 選択 2 統計基礎 

バイオ 必修 1 生物統計学 食農 選択 2 統計基礎 

生化 必修 1 生物統計学     

（注１） 関連科目の開講の無い学科は他学部・他学科聴講で履修してください。 

 

※ 

（2）  データサイエンス基礎について
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【開講目的】 

　今日、わが国の目指す社会像として、ウェルビーイングの実現や社会的分断の改善、国際的視野に基づ

いたSDGsへの貢献、そして全世代における学習社会の構築などのことが挙げられている。その実現のため

に高等教育における人材育成としては、自分の興味関心を追究しながら高い専門性や技術力を身に付け、

自分自身で課題を設定し、その解決を多角的に、多様な人材とコミュニケーションをとりながら、新たな価値

やビジョンを創造していく人材が求められている。そのための手段として、文理融合の学びや探究学習、

STEAM教育の強化が重視されている。本講義では、特にSTEAM教育（Science, Technology, Engineering, 

Art, Mathematics）に視点を置き、社会課題に対するSTEAMの事例をあげながら、身近な話題を総合農学

の視点から紐解いていく。

学期 曜日 時限 履修番号 科目名  履修単位  評価責任者  

通年 水曜日  5 

Ａ 1151  特別講義（一）  

2 櫻井  健志  
Ａ 1152  特別講義（二）  
Ａ 1153  特別講義（三）  
Ａ 1154  特別講義（四）  

（3）  「東京農業大学STEAM教育講座」について
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 2

７ 
 

この科目は、外国人留学生及び帰国生を対象として開講する授業科目です。この場合の単位は、他学科・

と合わせて３０単位以内とします。  

 

 

東京情報大学との協定に基づく科目の履修登録 

※ 学生教務課窓口で確認してください。 

 

部において修得することができる各学部・各学科に定める単位数

ただし、卒業要件に加えることができる単位数は16単位を上限とします。

 

他学

全学共通科目「日本語」の履修登録

８

必修科目自動登録単位数一覧表９
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履修登録の  
 

履修登録（修 ） から

 

（1） 「履修登録（修 ）」をクリック  

の登録を て Web 履修 を する がで ま 。 

の登録に て 29  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

履修登録画面が表示されます。 

を選択 

① 

② 

科

されている開講科目が表示されて

います。 

 

    ]が表示されます。 

 

       ]が表示されます。 

 

属

字

数が表示されます。 

該当

０
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（2） 履修登録の追加 

  新しく履修登録を追加（履修を申請）する方法について 

① [    ]からの登録 

①-⒈ 時間割表にある新規追加アイコン（[    ]アイコン）をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

①-⒉ 開講科目選択画面が表示されます。 

所属学部学科開講科目と全学開講科目が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
②[開講科目検索]からの登録 
②-⒈ 開講科目を検索して登録します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②-⒉ 検索画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［    ］アイコンをクリック 

「開講番号（履修番号）」「開講科目名・ 

担当教員」等の情報を確認する。 

表示されている開講科目から選択し 

 [ 登録する ]をクリックします。 

「開講番号」で検索する場合の注意 

履修番号４桁の数字の前に、 

必ず半角英字をつけてください。 

◯世田谷キャンパスの科目：「S＊＊＊＊」 

◯厚木キャンパスの科目：「A＊＊＊＊」 

◯オホーツクキャンパスの科目：「O＊＊＊＊」 

 [ 開講科目検索 ]をクリック 

− 25 −



 24

③[他所属講義選抜]からの登録 
③-⒈ 他所属講義（他学部・他学科所属）を登録します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

③-⒉ 他所属講義選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④[集中講義選択]からの登録 
④-⒈ 集中講義を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④-⒉ 集中講義選択画面が表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [ 他所属講義選択 ]をクリック 

※

表示されている開講科目を選択し、 

[ 登録する ]をクリックします。 

 

※他所属講義科目を追加 

表示されている開講科目以外の開講科目を 

登録する場合は、[ 開講科目を追加する ]を 

クリックすると登録できます。 

 [ 集中講義選択 ]をクリック 

「開講番号（履修番号）」「開講科目名・ 

担当教員 等の情報を確認します。 

表示されている開講科目から選択し 

 [ 登録する ]をクリックします。 
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（3） 履修登録 の科目  

履修を る が ま 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4） 登録内容が され 履修登録

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

セージ等が表示されます。 

(2) (3)

科

  

ます。 

ま していません。  
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（5） 履修登録内容確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（6） 履修登録完了画面

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容を確認し、問題なければ 

[ この内容を登録する ]をクリックします。 

※履修単位の上限については、 

カリキュラム・学科によって異なります。

履修登録が完了すると、画面右下に「登録番号」

が表示されます。 

履修に関する問い合わせには、根拠資料として

「登録番号」が必要です。必ず、登録番号を控え

てください。 

右上の［印刷する］ボタンをクリックし、必ず印刷ま

たは画面データで、履修登録完了画面を保管して

ください。（修正した場合も同様） 

 

 
 

※この時点で 履修登録が完了 

− 28 −



 27

（7） 履修登録ができない場合

履修登録を行うためには、「住所等の登録」を行ってください。 

 

① 「本人現住所の確認」等が未完了の場合、エラーメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

②メニュー画面から「住所等の登録」をクリックします。タブおよびサイドメニューから選択できます。 

 ※「住所等の登録」は毎年行う必要があります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１ 履修確認について 
 

(1) 履修登録開示の日程に、学生ポータルで履修登録状況を確認してください。 日程等は１０ページを参照

(2) 履修登録の内容に修正がある場合は、必ず履修修正期間に学生ポータルから修正してください。 

(3) 履修登録は履修番号に基づき行っています。履修番号を誤って登録すると、エラーが表示されるか、全く別の

授業科目が登録されます。必ず、登録されている授業科目名・クラス・担当者を確認してください。 

※履修登録をしていない科目は、授業に出席しても単位は認定されません。 
 

（ ）
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８ ６

ください。

され

出席停止 出席停止

（1） 授業内容の確認

（2） 授業の開講に関する情報

（3） 先生方への質問や相談

（4） 学生による「授業評価および学修時間等アンケート」

（5） 授業のことで困ったら・・・

（6） 出席の重要性
授業は、教員と学生が直接人間的なふれあいを通して学ぶ場であり、学生生活の基本となるものです。また、

単位制の基本となる授業時間について定めがあるように、出席状況は成績評価の重要な要素になります。
３分の２以上出席していない場合は、定期試験等を受験しても単位を修得できない場合があります。
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ってください

※学校保健安全法に規定された感染症は、専用の様式があります。

ので、 キャリアセンター

です

ません

ません。

てください

てください

します

してください

ようにしてください

てください

します

ません

ります

してください。

できなかった者のうち、指定された期日までに試験欠席届を提出した者に対して、追試験期間中に試験を行います。

、病気・その他

等
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９

1

１
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WebClassの利用について 
 

WebClass は、本学で導入している PC・スマートフォンからアクセスできる学習管理システム（LMS）です。授業に

関するお知らせ、教材の配信、テストの実施、レポート提出、出席管理等に利用します。 学生ポータルと同じユー

ザ ーID とパスワードを使用してログインできます。 ログイン方法、 資 、 出席管理については、以下に記

載しています。 その他の機能についてはマニュアルを参考にしてください。 

※画面はイメージです。実際の画面と異なる場合があります。 

 

（1）ログイン画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）資料の閲覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユ

WebClassログインURL
https://lms.nodai.ac.jp/

ーザ ID とパスワードを入力して、

［ログイン］ボタンをクリックします。 

教員が授業で使用する資料を

WebClass で見ることができます。 

教員が WebClass にアップロードした配

付物をダウンロードできます。 

料の閲覧
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（3）出席の送信 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）マニュアル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員が指定したパスワードを入力し、

講義の出席を WebClass から送信でき

ます。 

自分の出席状況も確認できます。 

授業によっては、その他の機能を 

使う可能性があります。 

マニュアルは、必要に応じて確認 

してください。 

－ 35 －
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 遠隔授業の受講方法  
 

(1) 遠隔授業とは 

パソコンやタブレットを使い、インターネットを介すことで、講義を受ける形態のことです。 

学生ポータルを通じて配信される在宅学習用教材（オンデマンド型）の閲覧や、講義を録画した動画を閲覧すること

で学習し、指示された課題やレポート等を提出し受講します。なお、できるだけ授業日に受講してください。 
 

(2) 受講方法・流れ 

授業前日まで 

 
シラバス 

学生ポータル「シラバス」から該当科目を検索し、授業内容、実施方法、予習内容等を確認して

ください。 

授業30分前まで 

 講義連絡 学生ポータル「My時間割」から講義を選択すると確認できます。 

授業開始 

(3) 受講する際の推奨スペック 

 遠隔授業を受講するための環境の推奨スペックは下記の通りとなります。新規に購入する場合や買い替えの際は

参考にしてください。すでにパソコンやタブレットを所有されている場合は新たに購入する必要はありません。なお、

新たにパソコン等を購入される場合、Office365 ソフト（Word、Excel、PowerPoint、Access 等）は、大学がライセン

ス契約しているため、全学生が無料で使用できますので、同ソフトを購入する必要はありません。 

 

端末 キャンパスへの持ち運びが可能なノート型パソコン等を推奨 

OS 
Windows10 64Bit（Pro推奨）

※ Mac の利用も可能ですが、大学としてサポート対応ができないことがあります。

CPU Intel なら Corei3 以上、AMD なら Ryzen3 以上 

メモリ 8GB以上 

ディスプレイ解像度 1360×768以上 

内臓記憶 250GB以上(SSD推奨) 

必須機能 Wi-Fi、カメラ、マイク、スピーカー（外付けタイプの利用も可） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

授業科目により実施方法が異なりますので、シラバス、講義連絡等による、指示に従ってください。本誌（３４ペー

ジ～）に遠隔授業で利用するアプリケーションの簡単なマニュアルが記載されています。インターネット上にも各アプ

リケーションの使い方マニュアルがアップロードされていますので、自分でも調べてみてください。また、対面授業で

実施している講義も適宜遠隔授業を組み合わせて実施しています。授業担当者からの指示がありますので、注意

するようにしてください。 

細詳法方施実

配信ツール
 Zoomによる双方向リアルタイム通信
（授業時間はミーティングに参加）

教材  学生ポータル 「在宅学習用教材フォルダ」またはWebClassからダウンロード

出席確認  WebClassまたは点呼
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教材フォルダの使い方  
 

本学では、授業で必要な教材を、学生ポータルの「講義連絡」や「在宅学習用教材」（Microsoft OneDrive）から配

信しています。 

ここでは、「在宅学習教材」のダウンロード方法について説明します。 

 

【注意事項】 

◇

◇

 教材はMicrosoft officeを使用しています。必要な方は「新入生のための農大ネットワーク利用ガイド」を参照し、

インストールしてください。 

  各自の農大メールアドレス（学籍番号@nodai.ac.jp）でアクセスしてください。 

◇ 配信教材は音声付スライド（PowerPoint）、レジュメ（PDF）等複数の種類があります。 

◇ パソコンまたはタブレットでの学習を推奨しています。（スマートフォン等でファイルをダウンロードして閲覧する

ことは可能です。） 

◇ 教材をオンライン上で閲覧するとうまく動作しない場合があります。必ずダウンロードして学習してください。 

 

 
 

 

「在宅学習用教材」から該当科目の

学部を選択してください。 

 

. 
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 Formsの使い方  

   
Formsは、ブラウザを利用したMicrosoftのアプリケーションで、各種アンケートや小テスト、試験等で使用します。

アクセスに必要なＵＲＬは、主に学生ポータルの「お知らせ」や「講義連絡」で周知します。 

  
（1) Formsへのアクセス 

 

 

講義連絡等に記載されている Forms の 

URL をクリックしてください。 

※「詳細」欄に記載の場合は、URL を 

 コピーしブラウザのアドレスバーに 

  貼り付けます。 

  
(2) サインイン 

 

 

① サインインを求める画面が表示され

たら、各自の農大メールアドレスを入

力し、 [次へ]を押してください。 

 

 

② Web 認証画面が表示された場合

は、パスワードを入力し [ログインボ

タン] を押してください。 

 

(3) 解答方法 

 

 

③ Forms にログインし、解答画面が表示

されます。 

 

④ 選択肢（複数選択有り）やテキスト入

力、ドロップダウン等の様々な解答方

式があります。 

※解答時間が設定されている場合は 

 59 秒までが解答時間となりますので、 

 気を付けてください。 

 

【例】 9 時までの場合、8 時 59 分 59 秒ま

で 
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演習室
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２５ ナ科目 ンバリングについて 
 

科目ナンバリングとは、授業科目に採番ルールに基づく番号を付し、学修内容の順次性や科目間の関連性を示

すことで、教育課程（カリキュラム）の体系性を明確にするとともに、学生に目的意識及び計画性を持って学修させる

ことを目的とします。 

シラバスに科目ナンバリングを記載しています。 

※科目ナンバリングの採番ルール等については学生ポータルのキャビネットから確認できます。 

 

２６ 履修モデル 
 

就職・進学するために有益な科目として推奨する「履修モデル」を学科別に記載していますので、参考にしてくだ

さい。 

 
 （注意）  履修モデルに記載されている科目のみで、卒業要件単位や資格取得に必要な単位を充足するわけではありません。 

      当該学科の卒業要件単位（必修・選択必修・選択科目）、資格関係科目を全て修得しなければ、卒業や資格取得（受験資

格を含む）することはできません。卒業及び資格取得に必要な単位の詳細は、「学生生活ハンドブック」を

 

 
 

※２０２4年度の時間割表は学生ポータルから確認してくだ

さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照してください。 
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